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学⾡ᡂᯝのⓎಙ 

１）『ジェンダー研究』 
『ジェンダー研究』は本研究所がฦ集・発行している査ಣ෉きの国際

学術雑誌で、特集論文、特พߚر論文、౦ߚ論文、ॽ඲から構成される。
ಆに掲載される特集論文はその年に特に஭目されたジェンダー関࿊のת
テーマにͯいて੊ֆ第 のジェンダー学研究者が執筆し、外෨඲Ճをڅ1
得た論文で組まれており、学術研究としてのر༫も大きい。特พߚر論
文は、ฦ集෨によるオリジナル企画として、学際的・国際的なジェンダ
ー研究の成果を੊に問う論文を掲載している。౦ߚ論文は、国内外から
౦ߚされた日本ޢもしくはӵޢの論文で、国際的に活༄する研究者によ
る外෨৻査を経てࡀ༽された࣯の高い論文で͍る。ॽ඲もۛ年ジェンダ
ー関࿊෾໼で஭目されたஸॽをジェンダー研究およびྣં෾໼の研究者
が඲しており、࠹新のジェンダー研究の動޴をࣖすもので͍る。 

ʲジェンダー研究ʳ272024）ߺ೧  概要（ߨק7݆

ಝॄ「グローバル੕࣑の஦のセέεϣアリティと๭ྙ」 
『ジェンダー研究』27 では、暴力とセクシュアリティ／ジェンダーの関係をグローバル政治の領域ߺ

において考察する特集を企画した。 

フェミωθムは、長らく஑と௞໩に支ഓされてきた੓暴力をՆ視化し、අ֒者がࣙらの言ཁでޢるこ
とのできるؔۯを઀り開いてきた。しかしグローバル政治において、セクシュアリティと暴力をめ͛る
言ઈは、අ֒者をΦンϏワーするଈ面だけでなく、ネイションやਕझのڧֆを管理し、Պ෗長制やҡ੓
Ѭ主義をک化するようなଈ面ももっている。2023 年 12 ݆に開催したシンポジウムでは、セクシュアリ
ティとジェンダーに関する言ઈを௪して、Ձが暴力で͍り୯が保護／ഋঈの対象で͍るかを定義し౹制
するような権力の͍りかたにͯいて౾論が行われた。本特集は、このシンポジウムでの報告をもとに、
3 本の研究論文を掲載した。

Carol Harringtonࢱ（ϲィクトリア大学、ωュージーランχ）による研究論文「Womenomics Theories of 

Sexual Violence: Governing Toxic Men」は、ウィϟノミクス言ઈにおける「༙֒な஋੓੓」に஭目する。
先進国のෳࢳ政ࡨや౏上国開発政ࡨにおいて、またグローバルなϑジネスセクターにおいて、「༙֒な
஋੓੓」は女੓に対する暴力やසࠖをͽきًこすものとして問題化されている。しかしこの新ࣙ༟主義
的言ઈの঱点は女੓の生ࢊ੓を引きड़すことに͍り、「解݀ࡨ」として、より生ࢊ的なҡ੓ѬՊଔに޴け
た஋੓੓を提ࣖすることになる。 

工౽੘子ࢱ（ਈ戸大学）の研究論文「From Security Threat to Subject of Protection: Examining Global 

Sexuality Politics in the Refugee Protection Regime」は、かͯてクィアのਕびとを国Պ҈સ保্上のڶҘと
Ғ஖෉けてきたグローバルノースの外交政ࡨにおける LGBTQ+ೋ຿の保護というナラティϔを൹൓的
に問い௜す。そこには、ࣙらを進ิのଈにҒ஖Ͱけͯͯڧֆを管理しようとするセクシュアリティの政
治がなおࡠ動しているので͍る。 

の論文「ジェンダー・オリΦンタリθムと定義する権力ʁイスラΦルとΦジ（成᪡大学）ࢱ子װ࡜ྰ

58



学⾡ᡂᯝのⓎಙ 

１）『ジェンダー研究』 
『ジェンダー研究』は本研究所がฦ集・発行している査ಣ෉きの国際

学術雑誌で、特集論文、特พߚر論文、౦ߚ論文、ॽ඲から構成される。
ಆに掲載される特集論文はその年に特に஭目されたジェンダー関࿊のת
テーマにͯいて੊ֆ第 のジェンダー学研究者が執筆し、外෨඲Ճをڅ1
得た論文で組まれており、学術研究としてのر༫も大きい。特พߚر論
文は、ฦ集෨によるオリジナル企画として、学際的・国際的なジェンダ
ー研究の成果を੊に問う論文を掲載している。౦ߚ論文は、国内外から
౦ߚされた日本ޢもしくはӵޢの論文で、国際的に活༄する研究者によ
る外෨৻査を経てࡀ༽された࣯の高い論文で͍る。ॽ඲もۛ年ジェンダ
ー関࿊෾໼で஭目されたஸॽをジェンダー研究およびྣં෾໼の研究者
が඲しており、࠹新のジェンダー研究の動޴をࣖすもので͍る。 

ʲジェンダー研究ʳ272024）ߺ೧  概要（ߨק7݆

ಝॄ「グローバル੕࣑の஦のセέεϣアリティと๭ྙ」 
『ジェンダー研究』27 では、暴力とセクシュアリティ／ジェンダーの関係をグローバル政治の領域ߺ

において考察する特集を企画した。 

フェミωθムは、長らく஑と௞໩に支ഓされてきた੓暴力をՆ視化し、අ֒者がࣙらの言ཁでޢるこ
とのできるؔۯを઀り開いてきた。しかしグローバル政治において、セクシュアリティと暴力をめ͛る
言ઈは、අ֒者をΦンϏワーするଈ面だけでなく、ネイションやਕझのڧֆを管理し、Պ෗長制やҡ੓
Ѭ主義をک化するようなଈ面ももっている。2023 年 12 ݆に開催したシンポジウムでは、セクシュアリ
ティとジェンダーに関する言ઈを௪して、Ձが暴力で͍り୯が保護／ഋঈの対象で͍るかを定義し౹制
するような権力の͍りかたにͯいて౾論が行われた。本特集は、このシンポジウムでの報告をもとに、
3 本の研究論文を掲載した。

Carol Harringtonࢱ（ϲィクトリア大学、ωュージーランχ）による研究論文「Womenomics Theories of 

Sexual Violence: Governing Toxic Men」は、ウィϟノミクス言ઈにおける「༙֒な஋੓੓」に஭目する。
先進国のෳࢳ政ࡨや౏上国開発政ࡨにおいて、またグローバルなϑジネスセクターにおいて、「༙֒な
஋੓੓」は女੓に対する暴力やසࠖをͽきًこすものとして問題化されている。しかしこの新ࣙ༟主義
的言ઈの঱点は女੓の生ࢊ੓を引きड़すことに͍り、「解݀ࡨ」として、より生ࢊ的なҡ੓ѬՊଔに޴け
た஋੓੓を提ࣖすることになる。 

工౽੘子ࢱ（ਈ戸大学）の研究論文「From Security Threat to Subject of Protection: Examining Global 

Sexuality Politics in the Refugee Protection Regime」は、かͯてクィアのਕびとを国Պ҈સ保্上のڶҘと
Ғ஖෉けてきたグローバルノースの外交政ࡨにおける LGBTQ+ೋ຿の保護というナラティϔを൹൓的
に問い௜す。そこには、ࣙらを進ิのଈにҒ஖Ͱけͯͯڧֆを管理しようとするセクシュアリティの政
治がなおࡠ動しているので͍る。 

の論文「ジェンダー・オリΦンタリθムと定義する権力ʁイスラΦルとΦジ（成᪡大学）ࢱ子װ࡜ྰ

58

2024 ᖺᗘ 

ジェンダー研究所事業報告書 

プトの事ྭをもとに」は、イスラΦルによるϒンク・ウォッシングをྭに、౨༺に੤༺੊ֆにないಢ特
／特चな女੓ࠫพや女੓㚿視をݡड़し、その「後れ」や「ୂഉ」なʹのৄࠪとする「ジェンダー・オリ
Φンタリθム」が、いかに暴力を正当化するために動員されているか論ͣる。同時にΦジプトの事ྭを
௪して言ઈと実ସのཚࠫに஭қをうながし、感৚の動員にఏ߇するよう૎える。

౦ߚ論文のセクションでは、ݭ正な৻査を௪գした̒本の論考を掲載した。またॽ඲セクションでは、
ۛ年に刊行されたジェンダー・フェミωθム関࿊ॽ੸の中から 19 ߁໨಻༟他、൚Ҭࢀ、をखり上げ࡯
明、؝ࢃ大ध、ঘ޳ཡ子、҃ڰݻ、関根ຓ཮ߧ、ܛ໨࿪՜子、戸谷知ਚ、新Ҭඔࠦ子、金ҬҰ、ੁӞߔ
ඔ、নӞ༑、ठҬࢃ、ߌ本めゆ、マグダϪナ・コウオジェイ、٢ஏ༑ඔ、ብ本新಺、૛࿊ۆ、Nozomi Lynette 

Uematsuの֦ࢱによるॽ඲を掲載した。 

Ŷ『『ジジェェンンダダーー研研究究』』27 2024年年））ߺߺ 7 ݆݆刊刊行行））ฦฦ集集җҗ員員会会

ฦฦ集集җҗ員員長長 

申 ⅰᒉ     お茶の水女子大学ジェンダー研究所 

ฦฦ集集җҗ員員 

ళ໼ 知ߵ    お茶の水女子大学基ײ研究院ਕ文科学系 

੶ܚ ؛一࿢   お茶の水女子大学基ײ研究院ਕؔ科学系 

大ܛ࢛ ڰ    お茶の水女子大学ジェンダー研究所 

૖ޭ ミナ子   お茶の水女子大学基ײ研究院ਕؔ科学系 

็݆ 理ܛ    お茶の水女子大学基ײ研究院ਕؔ科学系 

ਁ 義ਖ     お茶の水女子大学基ײ研究院ࣙષ・Ԣ༽科学系 

࿮ీ ࠾     お茶の水女子大学基ײ研究院ਕؔ科学系 

学学外外ฦฦ集集җҗ員員 

൚Ҭ ߁明    専र大学経ࡃ学෨  

金Ҭ Ұ     ۆ࡝大学経ࡃ学෨ 

๼ܛ ݬ     大ࡗ大学文学研究科 

ઍഀ ༟加཮   一ൢ社஄๑ਕχナーリンク・ジャϏン 

ฑ໼ ܛ子    ԥශ国ཱི大学大学院౐ࢤイノベーション研究院 

 Ӟ まり    上ஒ大学๑学෨ࢀ

Jan Bardsley   ノースカロライナ大学

ฦฦ集集事事務務局局 

本ࢃ ԟ子  お茶の水女子大学ジェンダー研究所 

ብ本 新಺    お茶の水女子大学ジェンダー研究所 

 റ     お茶の水女子大学ジェンダー研究所 آࠉ
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『なͧ஋女の௠金に格ࠫが͍るのか 女੓の生き方の経ࡃ学』 ........................................................................................ 金ҬҰ 
ֻծඔँ子・౽ీ݃子ஸ, Ⴝ૴ॽ๬ 
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『女੓画Պたちと戦争』 ....................................................................................................................... マグダϪナ・コウオジェイ 
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ʗインχ౐ࢤの༙ഓ۰म業女੓のΦンϏワーϟント .................................................................................................. 新ଞܛඔ 
ॽॽ඲඲ 
ミランダ・フリッカーஸ, ࠦ౽๞政監༃、൩௫理ܛ༃, Ⴝ૴ॽ๬
『೟ࣟ的෈正義 権力は知ることのྛ理にʹのようにかかわるのか』 .................................................................... ࢀ໨಻༟他 
 ༟ඔ子ஸ, ༙ൻֵݬߒ
『࣍続するフェミωθムのために グローバリκーションと「第್のۛେ」を生きൊく理論へ』 ......................... ൚Ҭ߁明 
ϟアリー・ϙークスワースஸ, 新Ҭඔࠦ子、ࠪ∃৽໷、ౣୀ海理、ܛ࡜ݡ子༃, 明੶ॽవ
『ジェンダーと政治理論 インターセクショナルなフェミωθムのஏฑ』 ................................................................ ؝ࢃ大ध 
Ϫイウィン・コンネルஸ, ґ౽ޮ༦༃, 新༷社
『マスΫュリωティーθ ஋੓੓の社会科学』 ................................................................................................................ ঘ޳ཡ子 
クォンΫム・ϐョンϦンஸ, Ӫ本߸、ύン・υィυィ༃, 解๎ड़൝社
『අ֒と加֒のフェミωθム #MeToo 以߳を展๮する』 ................................................................................................. ҃ڰݻ 
アンジェラ・マクロϑーஸ, ీ中౨子、Ց໼ਇଢ࿢༃, ੪ౖ社
『フェミωθムとϪジリΦンスの政治 ジェンダー、ϟυィア、そしてෳࢳの終ᖾ』 ......................................... 関根ຓ཮ܛ 
カイラ・シュラʗஸ, ൩໼༟཮子監༃、ઔ෯ஒ子༃, 明੶ॽవ
『ϙワイト・フェミωθムを解体する インターセクショナル・フェミωθムによる対࢛߇』 ......................... ߧ໨࿪՜子 
アミア・スリωϲΟサンஸ, ీࢃ文༃, Ⴝ૴ॽ๬
『セックスする権ཤ』 ........................................................................................................................................................... 戸谷知ਚ 
長ీ՜子、金ҬҰ、سୖݻେ子ฦ, ༙ൻֵ 
『フェミωスト経ࡃ学 経ࡃ社会をジェンダーでとらえる』 .................................................................................... 新Ҭඔࠦ子 
クラウυィア・βールυィンஸ, ࣝీথඔ༃, ܜԢ義ग़大学ड़൝会
『なͧ஋女の௠金に格ࠫが͍るのか 女੓の生き方の経ࡃ学』 ........................................................................................ 金ҬҰ 
ֻծඔँ子・౽ీ݃子ஸ, Ⴝ૴ॽ๬ 
『働く฾਎と֌૜化 ࢕事・Պఋ教育・ৱ事をめ͛るジϪンマ』 ................................................................................ ੁ Ӟߔඔ 
アンジェラ・チェンஸ, ↙生༙س༃, ࠪӊ社
『ACE アセクシュアルからݡたセックスと社会のこと』 ................................................................................................ নӞ༑ 
ੁӞҰ子・前ઔ௜࠺ஸ, ੪ٹ社 
『「ஏ方」と੓的マイノリティ ౨๼̔ݟのインタϑューから』 .................................................................................... ठҬߌ 
ฑҬ࿪子ஸ, ഀآॽవ 
『ઐ領下の女੓たち 日本とຮळの੓暴力・੓ജഛ・「਎密な交際」』 .................................................................... ࢃ本めゆ 
٤ྒྷஒ子ஸ, ฑຎ社 
『女੓画Պたちと戦争』 ....................................................................................................................... マグダϪナ・コウオジェイ 
൩ీ༠子・中谷いͥみ・࡭ඎՄେฦஸ, ੪ٹ社 
『プロϪタリア文学とジェンダー ֌څ・ナラティϔ・インターセクショナリティ』 ............................................. ٢ஏ༑ඔ 
࣋ᖔ༑ஸ, ༙ࣹࢦ 
『戦前日本のࢴক・੓෫଑ࢊ業と大़社会 ജഛॡ・࿂Ѭのۛݳେ࢛』 .................................................................... ብ本新಺ 
高༦きくえฦ, インϏクトड़൝会 
߁』  ౣല心౐ࢤから͍いだの౐ࢤへ「ジェンダーʹ৪຿ஏ主義 交ࠫ点としてのϐロシマ」࿊続ߪ座論考集』 ........................ ૛࿊ۆ 
Amanda Kennell ஸ, University of Hawai’i Press 
ALICE IN JAPANESE WONDERLANDS: TRANSLATION, ADAPTATION, MEDIATION .........................  Nozomi Lynette Uematsu 

ฦ集方ਓ・౦ߚ規定 
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̐）プロジェクト報告ॽ IGS Project Series の刊行
ジェンダー研究所では、開催したシンポジウムやセミナーでのߪԍや、特พডᡊ教दプロジェクトの

成果をまとめた報告ॽ、IGS Project Series を刊行している。2024年度ࡑݳまでのع刊は以下の௪り。 

IGS Project Series 1（2016 年 3 ݆刊） 
IGS Seminar “Choice and Consent in Prenatal Testing” 

IGS Project Series 2（2016 年 3 ݆刊） 
国際シンポジウム「はたして日本研究にとってジェンダー֕念は༙ްなのかʃ ਕྪ学の視座からրめて問う」 

IGS Project Series 3（2016 年 4 ݆刊） 
特พডᡊ教दプロジェクト マリー・ϒコーネ 

IGS Project Series 4（2017 年 2 ݆刊） 
特พডᡊ教दプロジェクト アン・ウォルλール 

IGS Project Series 5（2016 年 7 ݆刊） 
国際シンポジウム「Պଔ、࢕事、ウェルϑーイングの国際ർֳ」 

IGS Project Series 6（2016 年 7 ݆刊） 
特พডᡊ教दプロジェクト スーδン・D・ύロウェイ 

IGS Project Series 7（2016 年 12 ݆刊） 

国際シンポジウム「女੓、भ教、暴力ʁ国際的視点からの再考」 

IGS Project Series 8（2017 年 3 ݆刊） 
特พডᡊ教दプロジェクト Φリカ・バッフェッリ 

IGS Project Series 9（2017 年 3 ݆刊） 
IGS Seminar （Reproductive Area）、2016  The Ethics of Prenatal Testing 

IGS Project Series 10（2017 年 3 ݆刊） 
国際シンポジウム 金༧化、ޑ༽、ジェンダー෈ฑ等 

IGS Project Series 11（2017 年 3 ݆刊） 
IGS セミナー報告ॽ ༃者とޢる『ښ৕のϠダンΪールʁভඇ・࿓働・女੓からݡた৪຿ஏۛେ』 

IGS Project Series 12（2017 年 11 ݆刊） 
国際シンポジウム 明治期のジェンダー、भ教、社会րྒྷ 

IGS Project Series 13（2018 年 3 ݆刊） 
IGS セミナー 日本における女੓と経ࡃ学 

IGS Project Series 14（2021 年 3 ݆刊） 
国際シンポジウム ఫ学者とߘଢ子൴ʁྮ戦期日本におけるࣙ༟とѬと຿主主義 

IGS Project Series 15（2022 年 3 ݆刊） 
特พডᡊ教दプロジェクト ラウラ・ネンςィ 

IGS Project Series 16（2022 年 3 ݆刊） 
特พডᡊ教दプロジェクト アネッテ・シャートʻδイフェルト 

IGS Project Series 17（2018 年 2 ݆刊） 
2016 年度生৫ҫྏでܙ成されるଡ༹なՊଔと当事者のウェルϑーイングを考える研究会 報告ॽ 

IGS Project Series 18（2021 年 3 ݆刊） 
IGS 国際セミナー（生৫領域）報告ॽ 

IGS Project Series 19（「౨アジアにおけるジェンダーと政治」Booklet Series 3）（2021 年 3 ݆刊） 
ジェンダー・મڏ・女੓の政治的େන੓ʁ2019 年インχネシア総મڏに関する෾ੵ 

IGS Project Series 20（「౨アジアにおけるジェンダーと政治」Booklet Series 1）（2019 年 3 ݆刊） 
ୈ࿹におけるジェンダークオータ 

IGS Project Series 21（2022 年 2 ݆刊） 
IGS オンライン国際セミナー（生৫領域）ى࿧集「ঐ業的੠子バンクに関する問題ʁྛ理・ジェンダー・社会的ଈ面から」 

IGS Project Series 22（2022 年 2 ݆刊） 
IGS オンライン国際セミナー（生৫領域）ى࿧集「生理のසࠖ」 

IGS Project Series 23（2022 年 2 ݆刊） 
IGS オンライン国際セミナー（生৫領域）ى࿧集「෈ೝと஋੓のセクシュアリティ」 

IGS Project Series 26（2022 年 2 ݆刊） 
IGS オンライン国際フォーラム（生৫領域）ى࿧集「ड़ࣙを知ることがなͧ॑གྷなのかʁ提供੠子で生まれたਕたちの経験とࢧい」 

IGS Project Series 27（2023 年 7 ݆刊） 
ロー൓݀以後のアϟリカ合़国におけるリプロダクティϔ・ジャスティス（੓・生৫・再生ࢊをめ͛る社会正義） 
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